
研究インテグリティの確保のための相談様式

	本様式は、研究活動の国際化・オープン化等に伴い、研究の健全性・公正性に係るリスクが生じ得る事案について、研究インテグリティ相談窓口へ相談する際に使用するものです。必ず「研究インテグリティ・研究セキュリティの確保のための具体的な対応について（令和５年５月２９日研究担当副学長決定）」を確認し、部局において相談すべき案件と判断した上でご相談ください。なお、内容によっては対応方針の決定まで数か月を要する場合がありますことご留意ください。



１．相談案件に係る教職員の所属組織の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．相談案件に係る教職員の所属・職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相談案件に係る教職員の氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．相談者の氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
相談者の所属・職名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本件連絡先（電話／E-mail）：　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　
相談年月日：令和　　年　　月　　日（　）

４．相談区分（該当するものに✓）
☐国際交流協定
☐海外出張
☐海外から／への研究員・留学生の受入れ／派遣
☐海外機関とのクロスアポイントメント／兼業
☐海外機関からの栄誉称号付与
☐海外機関との共同研究／共同研究契約
☐海外からの寄附の申入れ
☐海外ファンドへの申請・受入れ
☐懸念機関である国内法人との協力関係
☐外国政府・機関等から強い影響を受けている居住者への技術提供
☐その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．相談理由（例：経済産業省の外国ユーザーリスト掲載機関との共同研究であるため）



６．関係する相手国・地域・機関名・氏名・職名等


７．相談案件の内容・経緯等（いつ、どこで、誰が、どのような内容か具体的に記載）



８．参考資料（メール添付）



９．現時点で予定又は実施済みの対応



10．その他参考事項



11．第一次審査結果（COISEC記入欄）

	判定結果
	□承認する　
□条件付で承認する
□研究インテグリティ会議へ付議を要する

	判定理由
	










12．第二次審査申請（部局長記入欄）

本案件について、研究インテグリティ会議への付議をお願いします。

相談案件に係る教職員の所属組織の長の氏名・職名（押印省略））：

13．第二次審査結果（研究企画課記入欄）

	判定結果
	□承認する　
□条件付で承認する
□承認不可
□再審査

	判定理由
	










【相談窓口】研究推進部研究企画課研究公正係
E-mail：research_integrity-security@un.tsukuba.ac.jp
内線：2922

